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飯舘村松川第一仮設住宅（福島市）
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飯舘村の概要

福島第一
原子力発電所

線量分布

[避難人口]
県内・・・約6,120人
県外・・・約480人 2



震災前の村

第1次産業：
水稲、畜産、タバコ葉
飯舘牛のブランド化、トルコギキョ
ウなどの花卉の振興
第2次産業：
製造業、縫製、建設、石材業（御影
石）
第3次産業：
小売業、飲食業、スーパーなど

地場産品、特産品

・飯舘牛
・高原野菜（青首大根・インゲ
ン・キュウリ）

・おこし酒、そば焼酎「山中郷」、
どぶろく「どぶちぇ」

・凍み大根
・ヤーコン

など

伝統行事・伝統芸能
「田植え踊り」や「獅舞・神楽」等
その他の年間行事
（新春村民のつどい、はやま湖駅伝競走、はやま湖森と湖まつり、いいた
て夏まつり・秋まつり、山御講、民俗芸能発表会など）
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震災後の村
３つの避難指示区域に指定

１．50＜年間積算線量（ミリシーベルト）
→帰宅困難区域：立ち入り禁止。5年以上戻れない。

２．20≦年間積算線量≦50（ミリシーベルト）
→居住制限区域：住む・泊る・店を開く行為は原則禁止。
立ち入りは自由。数年での帰還を目指す。

３．年間積算線量＜20（ミリシーベルト）
→避難指示解除準備区域：住む・泊る行為は許可制。
立ち入りは自由。早期帰還を目指す。
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調査の目的と方法

 ２０１４年７月１９日（土）、２０日（日）
 松川第一仮設住宅
 聞き取り調査

帰村に向けて何がどのように障害に
なっているかを明らかにする。

調査地

調査場所

調査方法

目的
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調査結果
仮設住民の声
 「村に帰りたいが・・・」
 「村がなくなるのでは」
 「若者が帰ってこないのでは」
 「稼ぎと生きがいを一致させた生活がしたい」

帰村後の生活や将来に対する不安
が大きい！
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集落活性化案
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計画の内容
１．計画の基本的な考え方
２．計画の詳細

（１）農村・農業
（２）コミュニティ形成
（３）情報発信
（４）若者関係

３．計画の項目についての具体的な説明
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今後…
この計画書を基に、

仮設にお住まいの方と一緒に、
さらに計画を練り上げていきます！！
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里山の豊かな自然

開拓の歴史

おいしい農作物 「までい」なつきあい

飯舘音頭

郷土料理

飯舘村
村の復興

飯舘村への郷土愛

お宝紹介
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飯舘村への郷土愛

復興への大きな原動力
この原動力を持った
松川仮設の人々

宝！
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参考

 飯舘村HP

http://www.vill.iitate.fukushima.jp/saigai/?p=6324

 福島県市町村要覧
http://www.fksm.jp/youran/075647.html

 いいたて村までい企業組合
http://www.iitate-madei.com/village01.html
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http://www.vill.iitate.fukushima.jp/saigai/?p=6324
http://www.fksm.jp/youran/075647.html


ご清聴ありがとうございました
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